
「令和６年度 境港市社会教育委員会議」会議録 

 

【日 時】令和 6年 8月 1日（木）15:00 ～ 16:30 

【場 所】保健相談センター 研修室 

【出席者】足立 光枝、遠藤 恵子、村上 陽生、植田 伸一、足立 かおる、 

長谷川 伸、増岡 茂、岩佐 美幸、阿部 泰典、下西 三宝（敬称略） 

【欠席者】山﨑 裕浩、花岡 工、北農 真也、遠藤 緑、金津 唯可（敬称略） 

 【傍聴者】なし 

 【事務局】山本教育長、北野課長、角補佐、木下補佐、嘉賀館長、平松主任 

 

 

１ 開会挨拶（山本教育長） 

社会教育は学校教育と対峙するもので、社会教育の中に学校教育は包含されるものでも

あります。生涯学習は市民側から見た学びの一環として捉えられており、土俵が違うもの

という認識があります。境港は青少年育成の活動、図書館での交流、みなとテラスでの市

民交流、そしてスポーツの意義という点では来週の頭からスポーツ少年団が東海に行って

サッカー交流をします。すべての活動は社会教育に含まれていて、年齢に関係なく学びを

続けていくことを主眼として活動が盛んになって人々の豊かさや笑顔が増えていってほし

いと思っております。本日の会議はこれらの魅力ある活動を推進するための会議ですので

忌憚のない意見をいただきたいです。 

 

 

２ 報告（角補佐、木下補佐） 

（１） 令和６年度社会教育関係事業概要について 

（事業概要、体育施設、文化施設・図書館、年間行事） 

（阿部） 

施設の使用料、収入についておおまかにどのくらいですか？ 

（木下）公民館だと 20,000円です。 

（阿部）公民館だけでなく、市全体ではどうですか？ 

（木下）体育・文化施設なども合わせてでしょうか？ 

（阿部）今わからなければ大丈夫です。 

 

（２） 教育委員会の点検・評価について（社会教育関係事業） 

 

３ その他（角補佐） 

（１） 事例検討「地域活動の担い手について」 

南部町の社会教育委員の定義、社会教育委員の手引きより心得 其の二を紹介。 

次に、青少年育成境港市民会議境地区部会の松下氏からの 7/18実施の青少年育成境港

市民会議理事会での問題提起を題材に事例検討を行う。【境地区部会の会員数が、高齢

化に伴い、減少している。コロナの影響もあり、近年は活動ができない状況が続いて

おり、このままでは、部会の存続が危うい。】 



事例から見える課題を赤付箋に記載 

解決に向けてのアイデアを黄付箋に記載 

（角）それぞれグループで話しあったことを発表してください。 

（長谷川） 

人材不足という観点ですが、余子地区は７０歳以上です。 

市民運動会、ソフトボール大会、夏まつりなどのイベントの後にこども、保護者参加

で慰労会があり、そこで人材を集めています。 

（増岡） 

   人材不足解消について話をしました。 

今の親世代は自分のこどもしか見ないですし、地域のこどもは自分のこどもという、

そういったことを考えていけば、地域のイベントに出てくるようになります。今の人

は土日が忙しいが、こどもたちが親を連れてきています。公民館祭りでは中学生にテ

ント一つを渡し、自分たちで考えて企画をしました。その収益金で三中に冷水器を買

って、学校に渡しました。自分たちのためでなく中学校のために実施したものです。

中学生が未来のことを考えることになりますし、中学を卒業した子がボランティアと

して下の世代をみるようになります。ずっと同じ人がしないように 2 年任期で世代を

変えていっており、いい流れができてきています。こうすることでこどもたちが親に

なったときに参加するようになります。 

（下西） 

私たちのチームでは３つの課題について話し合いました。 

人間関係の希薄さ、人材育成、活動場所の不足についてです。 

まず各校区で進めている CSの機能を生かすことが挙げられました。こどもたちと大人が

一緒になって話し合う熟議の時間をもつことで、こどもが育っていくのではないかと思

います。また今日のような会でも繰り返し議論をすることも大切です。居場所づくりと

しては公民館で土日の活動などで活動を広げていくことが考えられます。Ｕターンの人

の意見も参考にしたり、市民に活動の内容を周知することを考えていくこと、若い世代

から発信していくことも大切です。 

 

（２） その他 

（阿部）異議申し立てが一件あります。 

資料をお配りします。境港市教育施策推進大綱についてです。 

① 多様な生涯学習機会の提供というところで、生涯学習は今までのやり方ではダメで 

すよねという話です。何も変わっていないです。②公民館の充実のところには公民館祭

りや活動研究集会は公民館は何をやっているかを発表する場と記載があります。 

次は３年後に策定することになりますが、公民館は何するべきかを考えておかない

といけないです。中央審議会から変えるよう指示がでているが、自分たちは同じこと

をやっています。育成会の総会でも各校区のメンバーにどういうこどもにしたいか聞

いたらちゃんと答えられるでしょうか。自分たちはきちんと伝えないといけないです

ねという話です。 

それと最後にですが、「基本目標２」の公民館祭りと公民館活動研究集会のこの表現

はないかなと思います。 



（角）公民館、生涯学習の在り方についての問題提起をいただきました。公民館長会

等の場で、今後も話し合っていきましょう。貴重なご意見ありがとうございます。 

 

閉会 

  （北野）以上をもちまして、令和 6年度社会教育委員会議を閉会いたします。暑い中、

長時間にわたり、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


